
リング形状部品の管理に小物用ラベルを採用
プリンターサプライ導入事例

コマツ様

生産本部　部品・リマン推進本部
部品推進部　管理グループ工数・副資材を見直すことでコストダウンにも

補給部品を輸出の際、税関を通すために、１点ごとに管理ラベルを貼付する必要が出てきました。サ
トーさんに相談をしたところ、イメージに合うラベルの提案をしてくれました。細かいデザイン変更や
ミシン目・ディタック加工の大きさの変更など、さまざまな要望を出しましたが、その都度迅速に対応
いただけました。他部門での導入実績があり、評価も高かったため、他社と比較することなくサトーさ
んにお願いすることにしました。さらに、個装するための工数・副資材を見直したところ、全体として
コストダウンになったことも、導入の決め手になりました。

導入経緯

お客さまプロフィール
■社名：株式会社小松製作所
■事業内容：建設・鉱山機械、ユーティリティー（小型機械）、
　林業機械、産業機械などの製造・販売
■従業員数：65,738名（連結:2024年3月31日現在）

コマツ（小松製作所）様は、建設機械・鉱山機械で世界トップクラスのシェアを誇る日本を代表する企業です。その中で郡山工場は、主に
建設機械の油圧機器で使われるシリンダーを生産し、各車体工場に出荷しています。高度な生産技術と品質管理体制で世界各国へ製品を供
給しています。 このたび、保守部品として輸出するリング状製品について、単品ごとにラベルを貼り付ける必要が生じました。 
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■記載内容は2025年7月現在のものです。
■製品改良のため断りなく仕様を変更することがありますのでご了承ください。
■いかなる形式でも本誌の一部または全部の複製および無断転載をお断り致します。
■記載されている会社名、ソフトウエア名、製品名などは各社の商標、または登録商標です。

©SATO Corporation. All rights reserved.

全国の営業拠点一覧はこちらへアクセスしてください

受付時間：24 時間365日お問い合わせ先 0120-226310

お客さまの声

・リング状の商品はセット品としてまとめて部品明細リストを封入し、出荷していた。
・輸出時に、単品ごとに部品明細を特定できるようにする必要が生じた。

After

Before

・小物用ラベルをもとに現場でテスト・改修を実施し、運用に適したラベルを開発 。
・単品ごとに部品明細を貼り付けた状態で封入できるようになった 。

CL4NX-J Plus

貼付イメージラベル・印字イメージ
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ハーフカット ディタック加工（糊殺し）

スリット個品番号を印字
Before After


